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オペロン説

ラクトースオペロンの転写制御機構 原核生物の遺伝子発現制御-転写レベル
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真核生物の遺伝子発現制御-染色体レベル 真核生物の遺伝子発現制御-転写レベル

遺伝子制御カスケード 器官が置き換わる突然変異
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器官が置き換わる突然変異 ホメオティック遺伝子

ホメオティック遺伝子
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The Nobel Prize in Chemistry 2015

Tomas Lindahl Paul Modrich Aziz Sancar

The Nobel Prize in Chemistry 2015 was awarded jointly to Tomas Lindahl, 
Paul Modrich and Aziz Sancar "for mechanistic studies of DNA repair".

「DNAミスマッチ修復」 「ヌクレオチド除去修復」「塩基除去修復」

ヌクレオチド除去修復

塩基除去修復
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誤対合修復

DNA を操作する

遺伝子を
①切ったり（制限酵素）
②貼ったり（リガーゼ）

③増やしたり（ポリメラーゼ）

・DNA鑑定
・遺伝子診断（治療）

・遺伝子組み換え作物

①

②

③

遺伝子工学：遺伝子操作の道具

大腸菌のゲノムサイズ：4.6Mbp
プラスミドpBR322のサイズ：4.4Kbp

制限酵素は、1968年に、スイスのウェルナー・アーバー (W.	
Arber)	やアメリカのハミルトン・スミス (H.O.		Smith)	によって発見
された。制限酵素の名前の由来としては、大腸菌のある種の株
でファージの増殖が制限されるという現象が確認されていたこ
とによるもので、そのような菌からファージのような外来DNAを
切断する制限酵素が発見された。(ホスト側のゲノムは、メチル
化などの修飾によって保護されているため切断されない)

(Werner	 Arber) (Hamilton	O.	Smith)
ノーベル生理学・医学賞 (1978年）：制限酵素の発見と分子遺伝学への応用
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プラスミド レプリコン：複製起点をもち、

それによって自己複製でき

る DNA	分子

プラスミド：染色体とは別に

自己複製される遺伝因子

（核外遺伝子）

菌を壊してプラスミドだけを
取り出すことができる

形質転換

１）カルシウム処理法

２）電気穿孔法

３）パーティクルガン法

精製したプラスミド DNA
（薬剤耐性遺伝子を含む）

プラスミドをもたない
大腸菌細胞
（薬剤感受性）

プラスミドを獲得した
大腸菌細胞（薬剤耐性）

＝形質転換体

遺伝子クローニング
の概要

光る大腸菌を作ることもできる！

大腸菌の

プラスミドDNA
蛍光タンパク質

(GFP)の遺伝子

光るタンパク質

遺伝子を持った
プラスミドDNA

これを大腸菌に導入すると…

切り口を 貼り合わせる
オワンクラゲ
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光るヌードマウスも・・・
遺伝子工学：遺伝子操作

PCR （ポリメラーゼ連鎖反応） PCR 法による DNA 増幅

二つのプライマーで挟まれた領域が増幅される．
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The Nobel Prize in Physiology or Medicine 2018

Tasuku	Honjo

Prize	motivation:	"for	their	discovery	of	cancer	therapy	by	
inhibition	of	negative	immune	regulation."


